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期
間
中
の
安
全
と
来
客
を
祈
願
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町
内
の
小
中
学
生
が

町
内
の
小
中
学
生
が

　「
ふ
る
さ
と
教
育
」

「
ふ
る
さ
と
教
育
」の
成
果
を
発
表

の
成
果
を
発
表

　
十
二
月
二
十
三
日
、
「
三
井
野
原
ス
キ
ー
場
開
き
」
が
、
ス
キ
ー
場
ア

シ
ハ
ラ
ゲ
レ
ン
デ
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
、
地
元
観
光
協
会
や
民
宿
経
営
者
な

ど
約
三
十
人
が
出
席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
と
大
勢
の
来
客
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
出
席
者
が
玉
串
を
さ
さ
げ
、
来
賓
を
代
表
し
て
井
上
町
長
か
ら
「
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
、
地
域
の
元
気
が
出
る
よ
う
な
ス
キ
ー
場
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
井
野
原
観
光
協
会
の
鎌
田
繁
会
長
は
「
ス
キ
ー
場
の
中
に
Ｊ

Ｒ
と
国
道
が
あ
る
好
立
地
を
活
か
し
て
、
多
く
の
家
族
客
な
ど
に
来
て
頂

き
、
活
性
化
を
図
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
の
後
に
は
、
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
出
席
者
に
つ
き
た
て
の
お
餅
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
に
積
雪
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
翌
日
か
ら
の
降
雪
で
年
末
に
は

滑
走
可
能
に
な
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
、
町
内
各
所

で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
日
に
は
、
役
場
仁
多
庁
舎
で
、

一
日
人
権
擁
護
委
員
の
任
命
式
が

あ
り
、
仁
多
中
学
校
生
徒
会
長
の

糸
賀
悠
平
さ
ん
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
女
子
走
高
跳
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
で
、
同
じ
く
仁
多
中
学
校

の
宇
田
川
萌
乃
香
さ
ん
に
、
松
江

地
方
法
務
局
雲
南
支
局
の
山
本
支

局
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
二
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
ら
と

共
に
、
役
場
庁
舎
内
や
町
内
事
業

所
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
啓
発
活
動
を
行
い
、
人
権
意

識
の
高
揚
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲キャプション

▲

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

▲街頭啓発活動の様子

▲パネル展示の様子

▲たたら学習についてディスカッション

　
町
内
の
小
中
学
生
が
、
今
年
度

の
ふ
る
さ
と
教
育
で
取
り
組
ん
だ

学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
「
ふ

る
さ
と
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
、
十
二
月
十
二
日
、
カ
ル
チ
ャ

ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
「
ふ
る
さ
と
へ

あ

り
が
と
う
の
気
持
ち
を

伝
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
小
学
六
年
生
を
対

象
に
行
わ
れ
て
い
る
「
た
た
ら
体

験
学
習
」
に
つ
い
て
、
山
内
祥
弘

さ
ん
（
Ａ
Ｄ
プ
ラ
ン
ズ
代
表
）
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
五

名
の
小
中
学
生
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
た
た
ら
学
習
で
感
じ
た
こ

と
、
学
ん
だ
こ
と
を
話
合
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
木
原
明
村
下
も

訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
話
し
合
い

を
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
発
表
の
方
法

や
言
葉
づ
か
い
を
工
夫
し
、
来
場

者
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と

も
に
、
学
習
に
関
わ
っ
た
地
域
の

人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

よ
う
と
、
一
生
懸
命
発
表
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
発
表
を
熱
心
に
聴

き
、
頑
張
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

保護司の松浦昇さん（中村）、徳江良弘さん（下横田）が、法務大臣表彰を受賞されました。
お二人は、２０年以上の永きにわたり、保護司として更正保護事業に尽力されています。

昭和63年６月
保護司に委嘱
（勤続 22年）

平成元年６月
保護司に委嘱
（勤続 21年）

　前奥出雲町長の岩田一郎氏が、永年にわたる功績が認められ、各界から全国表彰を受賞されま
した。

☆（財）日本ダム協会会長表彰
　　「県政百年の大計」、斐伊川治水の大事業である尾原ダム建設（平成23年春完成）の推進に
　尽力されました。
　　特に、水没関係者、議会ともにダム建設の反対期成同盟会が結成される最中、仁多町長に就
　任。県下流部の水害から守るため、関係者との話し合いを重ね、昭和61年2月、同意を取り付
　け、生活再建地三団地の造成、水没関係者（仁多町43世帯）の移転・補償に尽力されました。

☆（財）全日本剣道連盟表彰
　　昨年15回目を迎えた「中四国選抜中学校剣道大会」を平成8年から開催され、毎年中四国の
　選抜校（男女48チーム）が競い、注目される大会にし、中四国中学生のレベルアップに貢献さ
　れました。
　　また、強豪校からの指導者の招聘、武道場の建設など環境整備にも力を注がれ、剣道振興に
　尽力されました。

☆全国農村振興技術連盟大賞
　　旧仁多町において、6地区500haの県営ほ場整備、8路線27kmの基幹農道などの生産基盤整
　備を推進され、「島根米」から「仁多米」へのブランド化を強力に推進されました。さらに、
　情報通信基盤の整備を一体的に進める一方、横田開パイの荒廃農地解消のため、国での再整備
　補助金の創設、借入金無利子（県で負担）などに貢献されました。

　岩田さんは、町精神障がい者家族会設立準備委員会 地域委員とし
て、同家族会や小規模通所授産施設の設立に貢献されました。
　平成12年4月からは町家族会会長を務め、会員の意識調査の実施な
ど、絶えず会員の声を大切にした活動を行っています。

む
ら
げ


